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【概要】
塗料やインクの乾燥状態の評価については，日本工業規格によっ

て規格化（JIS K5500）されているが，指で直接触って状態を判断す
る「指触乾燥」にとどまっており，乾燥や硬化状態を非接触で定量的
に評価する技術が求められていた。

本研究では，デジタルホログラフィ（DH）を用いて，塗料，インク，接
着剤等の乾燥・硬化の可視化を行い 乾燥（硬化）分布を定量的に

本研究に関連する特許

１）特許第6095164号

No.S-30-A

着剤等の乾燥・硬化の可視化を行い，乾燥（硬化）分布を定量的に
解析する技術を開発した。顕微鏡光学系を用いることで，100μm以
下のドットに対する乾燥過程の評価も可能である。
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図２ ホログラムの再生像の強度画像と位相差画像
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ミクロな乾燥，硬化の解析（左・図２）
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【応用例】
・自動車業界等の塗装工程における乾燥時間評価
・プリンタブルエレクトロニクスにおけるインク乾燥解析
・トナーの溶解や流動に関する特性評価

図 ホ グラ の再生像の強度画像と位相差画像
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